外来・通所　カンファレンス記録

	平成23年6月3日（金）　司会：島守　広恵　　記録：向　奈津美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	A.O.M.
	S.G.M.

	
	
	
	
	


	島守
	本川
	小泉
	山田

（忍）
	向
	李
	飯野
	上野
	服部
	木村
	川井
	山田（沙）

	○
	欠勤
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	業務
	○
	業務
	○

	大谷地
	小嶋
	高森
	佐々木
	松川
	柴田
	小島
	
	
	
	
	

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	
	
	
	
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 明日、心理出勤の為、外来での心理検査対応は可能。

· 期日前投票は本日までとなっている。

＜外来情報＞

川口　八寿子　様（49）躁うつ病　Dr：川端

　本日、うみねこ幸房のレストラン前の階段を踏み外して転倒。頭部を打撲したことから頭部CT施行。異常所見はない。鼻周辺を打撲しており、裂傷・出血みられている。右手の疼痛の訴えはあるが、骨折所見はない。意識は清明。エルタシン軟膏、ナパゲルン軟膏処方となっている。

（最近の様子について）

6月1日（水）外来受診時、「5月30日（月）から眠くて」「2週間前から眠気が強い」との訴えがあり、処方変更している。明日から友人と旅行に行くとの事。今後、経過を要観察していく必要がある。外来受診時に本人の状態を確認していくこととする。また、うみねこ幸房等の関係機関と情報共有を行いながら支援をしていく予定。

　

＜事例検討＞

久慈　邦夫　様（54）統合失調症　Dr:安ヶ平

外　　来：1回/月

訪問看護：2回/週

デイケア：2回/週

○現在○

· 「内容は話せないが悩み事がある」「眠るまでに時間がかかる」と本人が話していたと訪問看護より情報提供あり。

· デイケアにおいても会話をすることが減少していている。本人が話を出来るようにデイケアにおいてスタッフとの信頼関係の構築が必要と考えられる。

· 私生活を他者に深く聞かれたくないと話している。本人は、ストレス、最近気になっていることについては「特にないです」と話している。

· 身形が変化してきている。（現在も毛糸の帽子をかぶっている、ジャージの上に更にジャージを羽織っている等）指摘しても聞き入れられない状態となっている。

· 前回退院時は、外来通院は、2回/月だったが現在は、1回/月となっている。病状悪化時は、幻聴・妄想等の症状が出現する。また、前回の入院のきっかけは、「自分は統合失調症ではない」と話して、減薬・断薬したことがあげられている。

· 家族との関係は希薄となっている。

○今後の対応○

· デイケアでは、面談等の機会を設け、本人が話しやすい環境を設定していく必要がある。また、スタッフとの信頼関係を構築する必要があると考えられる。

· 現在の本人の状態を主治医に情報提供をして、服薬調整や外来通院回数について検討していくこととする。

· 随時、各関係機関と情報共有等を行い支援していく予定。

＜業務改善＞

○問診票の見直し○

· 身長や体重を記載することを検討

· 書式の見直し

· 記載内容の見直し　等

今回、指摘を受けた箇所は修正をして、今後使用出来るよう改善していくこととしている。

